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泉北ニュータウン建設後の
緑被面積の経年変化に影響を与える

土地利用と造成条件に関する研究



背景と目的

泉北ニュータウンの建設が始められて約40年が経過し、ニュータウン
の成熟とともに豊かな緑量が形成されているが、適切な維持・管理
計画が行なわれずに放置されたままの緑環境も少なくない。
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まとめ

○樹木は全体的に盛土造成地において最も成長し、切土造
成地では樹木の成長が抑制されている。

○やや密に植栽されたコナラや
温帯から亜寒帯を好むサワグ
ルミの単一林では、成長量が
少なくなっている。

○住宅地においては居住者や住宅管理主体による定期的な剪
定管理が緑被面積の増減に大きく影響している。

○道路緑地では建設時に幼木が植栽され、現在までに樹木が
大きく成長している。

○緑道では昭和54年から平成2
年にかけて樹木は急速に成長
し、それ以降樹木はあまり成
長していない。
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○緑道では昭和54年から平成2
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ニュータウン建設後約40年が経過する中
で、緑道に見られるような樹木密度がや
や密となる樹林の管理や単一林での樹種
転換など、成熟期を迎えたニュータウン
の緑環境の活力を高めるための適切な管
理計画が課題である。


